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であった（表 1 － 1）．
【中学生】表１－１　体育的活動時の運動指導区分（実施種目）別の負傷・疾病の数 （件数）
区　　　分








水 泳 1,063 0 6 502 14 1,585
器械体操・新体操 10,961 0 3 991 0 11,955
陸 上 競 技 10,874 0 391 11,792 0 23,057
球 技 45,310 0 3,096 139,123 0 187,529
武 道 等 3,854 0 67 9,340 0 13,261
そ の 他 2,023 0 27 461 0 2,511
準 備 運 動 等 5,186 0 34 8,398 0 13,618















柔 道 3,532 0 30 5,094 0 8,656
剣 道 197 0 10 3,757 0 3,964
相 撲 89 0 23 151 0 263
空 手 8 0 3 131 0 142
弓 道 1 0 0 94 0 95
な ぎ な た 2 0 0 23 0 25
ボ ク シ ン グ 1 0 0 1 0 2
レ ス リ ン グ 2 0 0 18 0 20
フェンシング 1 0 0 14 0 15
そ の 他 21 0 1 57 0 79
















「捻挫」2,912 件の順で多くなっていた（表 2 － 1）．
3 ）武道等における負傷の件数と内訳
武道等における各種目の負傷の件数は，柔道 8,136
件（66.9％），剣道 3,454 件（28.4％），相撲 239 件（2.0
％）件の順であった．内訳をみると，剣道では，「挫傷・
打撲」1,377 件（39.9％），「骨折」1,107 件（32.0％），「捻






％）の順であった（表 3 － 1）．
5 ）武道等における疾病の件数と内訳
武道等における各種目の疾病の件数は，柔道 520 件






















挫創 切創 刺創 割創 裂創 擦過傷 熱傷・火傷
歯牙
破折 その他 計
水 泳 370 214 43 561 36 97 25 25 1 15 10 4 28 1 1,430
器械体操・新体操 3,431 4,271 187 2,915 436 61 9 3 1 26 8 1 31 0 11,380
陸 上 競 技 4,893 5,764 181 6,316 1,085 652 55 30 6 69 189 5 53 5 19,303
球 技 62,650 46,096 4,625 45,194 11,143 2,385 401 171 44 741 272 34 646 15 174,417
武 道 等 4,332 2,912 284 3,839 451 211 16 18 1 41 13 2 34 1 12,155
そ の 他 532 778 46 690 135 57 9 5 1 7 7 2 8 1 2,278
準 備 運 動 な ど 3,173 3,837 233 3,347 765 421 41 23 4 59 86 15 72 3 12,079















柔 道 3,018 2,123 233 2,275 354 81 4 4 1 21 3 2 16 1 8,136
剣 道 1,107 669 40 1,377 84 114 12 14 0 16 7 0 14 0 3,454
相 撲 103 41 1 82 2 7 0 0 0 0 2 0 1 0 239
空 手 51 31 6 34 3 2 0 0 0 2 0 0 2 0 131
弓 道 15 18 2 27 0 6 0 0 0 0 1 0 1 0 70
な ぎ な た 7 4 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19
ボ ク シ ン グ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
レ ス リ ン グ 8 4 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20
フェンシング 3 3 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
そ の 他 19 19 2 27 3 1 0 0 0 2 0 0 0 0 73































水 泳 1 0 10 2 14 8 95 25 155
器械体操・新体操 0 0 5 0 5 0 369 196 575
陸 上 競 技 1 7 293 0 37 26 2,863 527 3,754
球 技 7 17 1,029 1 159 106 9,419 2,374 13,112
武 道 等 0 0 77 0 31 10 763 225 1,106
そ の 他 0 1 12 0 6 7 154 53 233
準 備 運 動 等 3 7 104 0 30 15 1,132 248 1,539

























柔 道 0 0 19 0 6 8 360 127 520
剣 道 0 0 52 0 21 2 350 85 510
相 撲 0 0 2 0 0 0 16 6 24
空 手 0 0 1 0 0 0 8 2 11
弓 道 0 0 2 0 4 0 16 3 25
な ぎ な た 0 0 0 0 0 0 5 1 6
ボ ク シ ン グ 0 0 0 0 0 0 1 0 1
レ ス リ ン グ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フェンシング 0 0 1 0 0 0 2 0 3
そ の 他 0 0 0 0 0 0 5 1 6




頭 部 206 5.2 
顔 部
前 額 部 10 0.3 
眼 部 193 4.9 
頬 部 7 0.2 
耳 部 25 0.6 
鼻 部 13 0.3 
口 部 4 0.1 
歯 部 22 0.6 
顎 部 20 0.5 
顔 部 小 計 294 7.4 
体 幹 部
頸 部 79 2.0 
肩 部 85 2.1 
胸 部 46 1.2 
腹 部 5 0.1 
背 部 11 0.3 
腰 部 160 4.0 
臀 部 33 0.8 
体 幹 部 小 計 419 10.6 
上 肢 部
上 腕 部 38 1.0 
肘 部 137 3.5 
前 腕 部 113 2.9 
手 関 節 211 5.3 
手・ 手 指 部 466 11.8 
上 肢 部 小 計 965 24.3 
区分 件数 ％
下 肢 部
大腿部・股関節 59 1.5 
膝 部 168 4.2 
下 腿 部 156 3.9 
足 関 節 446 11.3 
足・ 足 指 部 1177 29.7 
下 肢 部 小 計 2006 50.6 
そ の 他 74 1.9 










であった（表 5 － 1）．
負傷・疾病の件数について，運動種目別にみると，











ていた（表 6 － 1）．
3 ）武道等における負傷の件数と内訳
武道等における各種目の負傷の件数は，柔道 5,825
件（55.0％），剣道 1,842 件（17.4％），空手 1,134 件（10.7
％）件の順であった．内訳をみると，剣道では，「挫傷・
打撲」752 件（40.8％），「骨折」462 件（25.1％），「捻挫」




％），「熱中症」105 件（7.6％）の順であった（表 7 － 1）．
5 ）武道等における疾病の件数と内訳
武道等における各種目の疾病の件数は，柔道 473 件

















水 泳 355 0 6 526 0 887
器械体操・新体操 2,172 0 2 1,559 0 3,733
陸 上 競 技 4,439 0 291 7,081 0 11,811
球 技 43,389 0 7,595 124,848 0 175,832
武 道 等 2,031 0 64 9,877 0 11,972
そ の 他 1,034 0 42 3,574 0 4,650
準 備 運 動 等 2,261 0 31 5,284 0 7,576















柔 道 1,885 0 52 4,361 0 6,298
剣 道 96 0 2 2,161 0 2,259
相 撲 10 0 4 212 0 226
空 手 7 0 1 1,268 0 1,276
弓 道 0 0 0 437 0 437
な ぎ な た 2 0 0 77 0 79
ボ ク シ ン グ 1 0 0 250 0 251
レ ス リ ン グ 10 0 4 570 0 584
フェンシング 0 0 0 141 0 141
そ の 他 20 0 1 400 0 421




















































挫創 切創 刺創 割創 裂創 擦過傷 熱傷・火傷
歯牙
破折 その他 計
水 泳 136 134 49 272 19 48 14 10 2 10 1 0 19 1 715
器械体操・新体操 802 1,282 125 874 270 33 6 1 0 14 1 1 8 0 3,417
陸 上 競 技 1,927 2,793 118 3,256 665 278 32 29 2 41 86 4 29 5 9,265
球 技 49,252 41,901 6,778 42,059 15,324 2,901 601 119 99 1,170 277 19 906 22 161,428
武 道 等 2,615 2,767 635 3,234 919 187 37 31 6 65 7 6 81 2 10,592
そ の 他 823 1,295 144 1,214 294 100 20 31 0 26 20 1 27 3 3,998
準 備 運 動 等 1,354 2,012 194 1,823 480 204 38 28 3 45 19 5 60 4 6,269















柔 道 1,418 1,624 404 1,629 616 70 11 2 3 20 3 1 24 0 5,825
剣 道 462 444 30 752 74 49 4 16 0 7 0 1 2 1 1,842
相 撲 51 51 14 52 18 4 1 0 0 4 0 0 2 0 197
空 手 328 235 80 349 65 14 5 2 1 14 0 0 41 0 1,134
弓 道 38 94 4 92 13 30 11 9 2 12 2 2 3 0 312
な ぎ な た 15 15 3 20 6 2 0 1 0 0 0 0 0 0 62
ボ ク シ ン グ 61 53 21 63 12 2 0 0 0 2 0 0 1 0 215
レ ス リ ン グ 115 128 57 130 69 4 1 0 0 5 2 1 5 0 517
フェンシング 19 38 1 35 16 3 1 0 0 0 0 1 0 0 114
そ の 他 108 85 21 112 30 9 3 1 0 1 0 0 3 1 374

































水 泳 0 0 15 3 8 11 116 19 172
器械体操・新体操 0 0 5 0 0 4 239 68 316
陸 上 競 技 3 4 201 1 5 20 2,046 266 2,546
球 技 27 20 1,198 0 74 117 10,613 2,355 14,404
武 道 等 2 0 105 0 10 34 942 287 1,380
そ の 他 2 0 64 0 3 20 474 89 652
準 備 運 動 等 3 1 117 0 11 17 1,025 133 1,307

























柔 道 0 0 15 0 0 23 307 128 473
剣 道 2 0 54 0 5 3 284 69 417
相 撲 0 0 4 0 1 1 14 9 29
空 手 0 0 3 0 1 0 108 30 142
弓 道 0 0 15 0 2 3 89 16 125
な ぎ な た 0 0 3 0 0 0 11 3 17
ボ ク シ ン グ 0 0 1 0 0 0 33 2 36
レ ス リ ン グ 0 0 6 0 1 3 41 16 67
フェンシング 0 0 1 0 0 0 24 2 27
そ の 他 0 0 3 0 0 1 31 12 47




頭 部 104 4.6 
顔 部
前 額 部 3 0.1 
眼 部 27 1.2 
頬 部 2 0.1 
耳 部 26 1.2 
鼻 部 1 0.0 
口 部 1 0.0 
歯 部 3 0.1 
顎 部 11 0.5 
顔 部 小 計 74 3.3 
体 幹 部
頸 部 64 2.8 
肩 部 66 2.9 
胸 部 26 1.2 
腹 部 9 0.4 
背 部 8 0.4 
腰 部 152 6.7 
臀 部 11 0.5 
体 幹 部 小 計 336 14.9 
上 肢 部
上 腕 部 30 1.3 
肘 部 61 2.7 
前 腕 部 51 2.3 
手 関 節 142 6.3 
手・ 手 指 部 257 11.4 
上 肢 部 小 計 541 23.9 
区分 件数 ％
下 肢 部
大腿部・股関節 54 2.4 
膝 部 148 6.6 
下 腿 部 181 8.0 
足 関 節 271 12.0 
足・ 足 指 部 488 21.6 
下 肢 部 小 計 1,142 50.6 
そ の 他 62 2.7 






























表 9　剣道指導場面における障害事故の事例（平成 17～ 29年度）
［中学生］
番号 記号 死亡障害種 障害区分 学校 学年 性別 場合 競技種目 場所
1 17 障 216 障害 歯牙障害 中 1 男 課外指導 剣道 道路
2 18 障 237 障害 視力・眼球運動障害 中 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
3 18 障 238 障害 視力・眼球運動障害 中 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
4 19 障 238 障害 外貌・露出部分の醜状障害 中 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
5 20 障 210 障害 視力・眼球運動障害 中 2 女 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
6 23 障 163 障害 精神・神経障害 中 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
7 24 障 194 障害 胸腹部臓器障害 中 3 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
8 27 障 107 障害 外貌・露出部分の醜状障害 中 1 女 各教科等 剣道 体育館・屋内運動場
9 29 障 184 障害 歯牙障害 中 2 男 課外指導 剣道 昇降口・玄関
10 29 障 185 障害 視力・眼球運動障害 中 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
［高校生］
番号 記号 死亡障害種 障害区分 学校 学年 性別 場合 競技種目 場所
1 18 障 427 障害 歯牙障害 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
2 20 障 389 障害 精神・神経障害 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
3 20 障 390 障害 外貌・露出部分の醜状障害 高 3 女 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
4 21 障 386 障害 聴力障害 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
5 22 障 384 障害 視力・眼球運動障害 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
6 22 障 385 障害 精神・神経障害 高 2 女 課外指導 剣道 その他
7 24 障 352 障害 下肢切断・機能障害 高 2 女 課外指導 剣道 その他
8 24 障 353 障害 精神・神経障害 高 2 女 課外指導 剣道 その他
9 26 障 345 障害 足指切断・機能障害 高 2 男 課外指導 剣道 海・湖・沼・池
10 27 障 375 障害 胸腹部臓器障害 高 2 男 課外指導 剣道 その他
11 28 障 333 障害 視力・眼球運動障害 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
12 28 障 334 障害 視力・眼球運動障害 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場












































































平成 25 年度版～平成 30 年度版
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/（2019 年 8 月 29 日閲覧）
独立行政法人日本スポーツ振興センター　学校安全 Web　
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/anzen_school/
tabid/822/Default.aspx（2019 年 8 月 29 日閲覧）
表 10　剣道指導場面における死亡事故の事例（平成 17～ 29年度）
番号 記号 死亡・障害 死亡障害種 学校種 被災学年 性別 場合 競技種目 場所
1 17 死 34 死亡 内臓損傷 中 2 男 課外指導 剣道 その他
2 17 死 65 死亡 心臓系突然死 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
3 17 死 66 死亡 心臓系突然死 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
4 19 死 48 死亡 中枢神経系突然死 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
5 21 死 45 死亡 熱中症 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
6 22 死 50 死亡 心臓系突然死 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
7 23 死 61 死亡 心臓系突然死 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
8 23 死 62 死亡 熱中症 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
9 24 供 15 死亡 窒息死（溺死以外） 高 1 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
10 25 供 17 死亡 熱中症 高 2 男 課外指導 剣道 体育館・屋内運動場
11 26 死 37 死亡 溺死 高 3 男 課外指導 剣道 海・湖・沼・池





























校 3 年生）へ 2 通のメールが届いた．そのため，部員と顧問で校内外を中心に探した．その後，体育館 3 階ランニングコース裏側
非常口で，ドアノブに紐をかけて首を吊った状態で発見される．




ニ等）を探索した．海辺にいた 2 名は，本生徒がいないことに気付き，海岸線から約 5 ｍ先の海上にうつぶせになって浮いている
本生徒を発見し引き上げ，心肺蘇生を行った．119 番通報，救急車にて病院に搬送した．その後，病院で心臓は自力で動き始めたが，
意識はなく数日後に死亡した．
合宿中に，剣道場でかかり稽古をしていた本生徒は練習が終了し，正座のまま防具を外した後に横に倒れた．反応が鈍く，すぐに
防具を外し稽古着を緩めて，氷で脇下と首の後ろを冷やし頬を叩きながら呼びかけ続けた．冷房のある部屋に運び，同様の処置を
続けたが，意識がはっきりしないので，救急車を要請し，病院に運ばれたが同日死亡した．
